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人口と 面積( 2 年. 5. 1)
世 帯244, 187
人 口642, 346 人
男326, 525 人
女315, 821 人

面 積53. 25km2
人口 密 度12. 063 人' km2

毎月5日 、15 日、25 日 発行

平成元年度下半期

財 政 状況 の 公

表
区の財政の実態を区民の皆さんに正しく理

解していただくため、財政状況の公表を毎年2
回、6 月と12月に行っています。今回は、

平成元年度下半期の執行状況等について、そ
のあらましをお知らせし ます。(図表は平成2
年3 月31日現在のものです)

こ
れ
が
区
の

家
計
簿
で
す

平成元年度一般会計予算現額と構成比

障害福祉の新しい
拠点 ―東部障害
福祉総合センター

平 成元年度各会計予算執行状況

区民負担の概要特
別

区

競
馬

組
合

配

分
金

元
年
度
は
2
億
7
千
2
3
5万円

の
配
分
金
が
あ
り
、
義
務
教
育

施
設
建
設
経
費
の
一
部
に
役
立

て
て
い
ま
す
。

名画が身近に… 移動萸術館

特別区 債の現在高

元
年
度
下
半
期
に

実
施
し
た
主
な
事
業

▽
東
部
障
害
福
祉
絎
合
セ
ン
タ

ー
建
設

▽
神
明
庄
区
セ
ン
タ
ー
建
設

▽
毛
長
川
水
質
浄
化
施
設
設
置

▽
ブ
チ
テ
ラ
ス
(
本
木
小
前
)

の
造
収

マ
防
災
果
樹
園
の
造
成

▽
防
災
広
場
の
造
成

▽
移
動
美
術
館
示
学
校
)の
展

示
用
絵
画
の
購
入

▽
小
・
中
学
校
へ
の
パ
ー
ソ
ナ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入

▽
図
書
館
利
用
者
用
端
末
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
開
発

V
伊
興
遺
跡
の
発
掘

▽
葛
西
用
水
親
水
水
路
の
整
備

▽
保
木
間
親
水
緑
道
の
整
備

ワ
補
助
2
5
8号線
、
車
道
の
整
備

▽
花
畑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の

整
備

環七以南が完成。葛西用水親水水路

身
近
な
自
然
を
大
切
に

6
月
5日
～
1
1日
環
境
週
間

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く

上
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
自

芍

し
か
し
、
都
会
に
は

、

そ
の
か
け
が
え
の
な
い
自
然

が
少
な
く
な
っ
て
き

ま
し

た

。6
月
5

日
か
ら
環
境
週
間

で
す
。自
然
の
す
ば
ら
し
さ

、

大
切
さ
を

、
ま
た

、
身
近
な

自
然
を
ど
う
守
っ
て

い
く

か

、
こ
の
機
会
に
考
え
ま
し

ょ
う
。

川

よ
よ
み
が
え
れ

こ
こ
数
年
、
荒
川
に
は
魚

や
鳥
た
ち
が
着
実
に
戻
っ
て

き
て
い
ま
す

。
昨
年
の
探
鳥

会
で
は
ウ
グ
イ
ス

、
キ
ジ
な

ど
3
4種
類
も
の
鳥
が
観
察
さ

れ
ま
し
た

。

し
か
し

、毛
長
川
や
垳
(
が

け
)
川
は
ま
だ
家
庭
排
水
等

で
汚
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
家
庭
排
水
を
き
れ
い

に
す
る
た
め

、

▽
テ
ン
プ
ラ
油
は
流
さ
ず
、

古
新
聞
な
ど
に
吸
い
込
ま

せ

。
ゴ
ミ
と
し
て
出
す

▽
洗
た
く
は

、
石
け
ん
や
無

リ
ン
洗
剤
を
正
し
く
計
っ

て
使
う

ワ
調
理
く
ず
や
食
べ
残
し
を

流
し
に
流
さ
な
い

な
ど

、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
配

り
が
大
切
で
す
。

近
隣
・
生
活

騒
音
を
少
な
く

カ
ラ
オ
ヶ
や
ピ
ア
ノ
、
ク

ー
ラ
ー
等
の
近
隣
騒
音
が
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
日
常
生
活
で
、
騒
音

や
振
動
を
減
ら
す
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う

か
。

▽
午
後
9
時
過
ぎ
に
、
ピ
ア

ノ
、
ギ
タ
ー
を
弾
か
な
い

▽
テ
レ
ビ
や
ス
テ
レ
オ
の
音

は
控
え
め
に

▽
深
夜
、
洗
濯
機
や
掃
除
機

を
使
わ
な
い

▽
ボ
イ
ラ
ー
、
ク
ー
ラ
ー
な

ど
は
低
騒
音
型
を

▽
犬
・
猫
の
鳴
き
声
は
飼
い

主
の
責
任
で
す

▽
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
の

不
必
要
な
空
ぶ
か
し
は
し

な
い

そ
の
他
、
必
要
の
な
い
音

を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

木
が
枯
れ
る

酸

性

雨

自
動
車
や
工
場
の
排
出
ガ

ス
に
含
ま
れ
て
い
る
硫
黄
酸

化
物
や
窒
素
酸
化
物
が
雨
に

吸
収
さ
れ
る
と
強
い
酸
性
を

示
し
ま
す

。

ふ
つ
う
雨
は
P
H
(

ペ
ー
(

古
5
.
6
前
後
で
す
が

、
そ

れ
以
下
の
雨
を

「
酸
性
雨

」

と
い
い
ま
す
。

酸
性
雨
が
降
る
と
、
樹
木

は
枯
れ

、微
生
物
は
死
滅
し

、

川
や
湖
の
植
物
や
魚
貝
類
は

生
き
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

自
然
の
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ

、
大
き
な
環
境
破
壊

と
な
り
ま
す

。

区
の
酸
性
雨
の
調
査
で

は
、
昭
和
6
2
年
以
来
、
足
立

区
で
も
毎
月
何
日
か
は
酸
性

雨
が
降
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た

。

空

気

の

汚
れ
は
今
!

「
大
気
汚
染
」
と
は

、
人

の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
空

気
の
汚
れ
た
状
態
を
い
い
ま

す

。こ
の
汚
染
の
主
な
原
因

は
、
自
動
車
の
排
出
ガ
ス
に

よ
る
も
の
で

、
汚
染
が
進
む

と
人
の
健
康
が
損
わ
れ
る
ば

か
り
で
な
く

、
ま
わ
り
の
環

境
の
破
壊
に
も
つ
な
が
り
ま

す

。区
の
調
査
に
よ
る
大
気
汚

染
の
状
態
は

、
こ
こ
数
年
横

ば
い
状
態
で
す
が

、
今
後
、

私
た
ち
の
環
境
を
良
く
し
て

い
く
た
め
に

、
低
公
害
車
を

導
入
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

低
公
害
の
メタノール

車
を

導

入

区
で
は
5
月
に
メ
タ
ノ
ー

ル
を
燃
料
と
す
る
自
動
車

を
、
環
境
問
題
改
善
の
一
つ

の
方
法
と
し
て
導
入
し
ま
し

た
。こ

の
メ
タ
ノ
ー
ル
車
に
あ

な
た

も
乗
っ
て

み
ま
せ
ん

か
。

亜
展
示

展
示
日
時
6
月
5
日
～
1
1
(
　

日
、
午
前
9

時
～
午
後
4
　

時
場
所

文
化
会
館
前

疊
試
乗
会

日
時
6

月
5
日
～
8

日
、

午
前
1
0時
、午
後
2
時
(
6
　

日
は
午
後
の
み
)

場
所

文
化
会
館
前

申
込
方
法

当
日
直
接
会
場

へ環
境
展
へ

ぜ
ひ
ど
う
ぞ

身
近
に
あ
る
自
然

、
公
害

の
現
状
な
ど
を

、
写
真
・
パ

ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す

。

こ
の
ほ
か

、
毛
長
川
を
き

れ
い
に
す
る
実
験
施
設
の
説

明
や
環
境
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の

結
果
も
展
示
し
ま
す

。

日
時
6
月
5
日
～
い
1
1
日
、

午
前
8

時
3
0分
～
午
後
5
　

時
場
所

中
央
本
町
庁
舎
1

階

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
　

・
環
境
課

`
瑟
一
1
1
1
1
㈹

排気力` スは大気汚染のもとです

◆ 本 紙は 再生 紙を 使用し てい ま弓
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みんなの健康
足 立 保 健 所　855- 4151
千 住 保 健 所　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所　880- 5351

くらしの

情
報

本庁舎( 千住) へのお問い合わせは…

882- 1111 ㈹
本庁舎以外へのお 問い 合わせ は、
それぞれの電話番 号( 緑色) へ。

福

祉

お
持
ち
で
す
か

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳

□
身
体
障
害
者
手
帳

体
の

不
自
由
な
方
が
各
種
の

援
護
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

手
帳
で

す

。
皿
害
(

視
覚
、
聴

覚

、
平
衡
機
髄

、
音
声
・
言
語

。

そ
し
ゃ
く
機
能

、肢
体
不
自
由

、
心

臓
、
腎
臓

、
呼
吸
器

、
ぼ
う

こ

う
、
直
腿

、
小
腸
機
能
)
の

程
度
に
よ
り

、I
～
6

駁
に
区

分
さ
れ
ま
す

。

手
帳
の
交
付

に
必
要
な
診
断
S
(

福
祉
事
筋
所
に
あ
り
ま

す
)

の
賢
用
の
う
ち

一
部
(

内
部
障

害
は
3
千
円

、
そ
の
他
の
障
害

は
2
千
円
を
限
度
と
す
る
)
は

区
が
補
助
し
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事

務
所
(
表
1
)

□
愛
の
手
帳

精
神
薄
弱
者
(

児
)
の
方
が

各
種
の
援
護
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
手
帳
で
す

。
障
魯
の
程

度
に

よ

り

、1

～
4

度

に
区

分

さ

れ
ま

す

。

申

請
先

▽
1
8
　

歳
以

上

の
方
　

・・・
東

東

都

心

身
障

害

者

福

祉
セ

ン

タ

ー

2
0
3
6
1
4
　

1▽
1
8

歳

未

満

の

方
・・・
東

京

都
足

立

児

童

相

談
所
　
　
8
5
4
1
1
8
1

※
手
帳
を
お
持
ち
で
次
に
あ
て

は
ま
る
場
合
は
、
福
祉
事
筋
所

ま
た
は

児
童
相
談
所
へ
必
ず
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
住
所
を
変
更
し
た
と
き

▽
氏
名
を
変
更
し
た
と
き

▽
死
亡
し
た
と
き

▽
手
帳
を
紛
失
、
破
徊
し
た
と

き
問
合
せ
先

各
福
祉
事
務
所

表1　各福祉事務所　住所および問合せ先

お
と
し
よ
り
の
方
ヘ

民
間
ア
パ
ー
ト
の
あ
っ
せ
ん

区
で
は
、
お
と
し
よ
り
の
方

に
、
民
間
の
ア
パ
ー
ト
を
あ
う

せ
ん
し
て
い
ま
す

。
あ
っ
せ
ん

を
受
け
ら
れ
る
方
は

、
区
内
に
1

年
以
上
お
住
ま
い
の
生
活
保

蹼
を
受
け
て
い
な
い
力
で

、
次

の
要
件
を
す
べ
て
備
え
て
い
る

こ
と
が
必

妥
で
す

。

▽
6
5
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
だ

け
の
世

帯

▽
健
康
で

、
経
済
的
に
独
立
し

て
い
る
方

▽
立
ち
退
き
要
求
を
受
け
て
い

る
方

、
ま
た
は
安
全
・
健
康

上
著
し
く
環
境
の
悪
い
住
宅

に
僅
ん
で
い
る
方

▽
身
元
保
証
人
か
尋
ら
れ
る
方

申
込
・
問

合
せ
先

本
斤
亡

(
千
住
)
・
老
人
福
祉
係

高齢者住宅あっせんのしくみ

老
人
福
祉
電
話
の
貸
与
・
料
金
助
成

対

象

次
の

条
件
を
す
べ
て
漢

た
し
て
い
る
世
帯

面
6
5歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し

、
ま
た
は
世

帯
全
員
が
6
5

蔵
以
上
で
あ
る
こ
と

②
徒
歩
5

分
以
内
に
観
族
が

居
住
し
て
い
な
い
こ
と

③
生
計
中
心
者
の
前
年
の
所

得
税
額

が
4
万
2

千
円

以

下

、
ま
た
は
生
活
保
護
を
そ

け
て
い
る
こ
と

※
番
査
の
上

、
決
定
し
ま
す

。

助

成
内
容

毎
月
2

千

櫛
円

(
基
太
料
金
千
回
円
・
通
話

料
劔
円
)
、貸
与
電
話
の
取
付

工
事
科
金
実
費

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

老
人
福
祉
係

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

特
別
給
付
金
締
め
切
り
迫
る

軟
母
者
お
よ

び
峨
傷
病
者
等

の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
の

騎
求
受
付
か
7

月
1
3日
終
了
し

ま
す

。

手
続
き

が
済
ん
で

な
い
方

は

、
お
急
ぎ
く
だ
さ
い

。

す
で
に
国
債
を
お
持
ち
の
方

は

、償
還
が
終
了
し

た
時
点
で

、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い

。

□
戦
没
者
等
の
妻
(

第
1
0回
特

別

給
付
金
に
号
)
・・・
昭
和
6
2
年
7

月
1
4
日
の
時
点
で
公
務
扶
助

料
・
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
の

あ
る
戦
没
者
等
の
妻
で

、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
第
4

回
特
別
給
付
金
「
に

号
」(
6
0万
円
)
の
受
船
権
を

取
肓
し
た
方

②
第
6

回
特
別
給
付
金
「
ろ

号
」(
3
0万
円
ま
た
は
1
5
万

円
)
の
受
給
権
を
取
魴
し
た

峨
傷
病
者
の
妻
で

、
そ
の
戟

偶
病
者
が
昭
和
5
8年
3

月
引

日
ま
で
に
公
務
傷
病
等
で
亡

く
な
っ
た
方

□
戦
傷
病
者
等
の
妻
(
第
1
3回

特
別
紿
付

金
ろ
号
)
・・
・
第
6

回

特
別
給
付
金

「
ろ
号
」
の
受
給

権
を
取
得
し
た
戦
傷
病
者
等
の

妻
で

、
そ
の
戦
傷
鰐
者
が
昭
和
5
8

年
3
月
M

日
ま
で
に
公
務
偽

病
以
外
で
亡
く
な
っ
た
方

搆
求
期
限
7

月
1
3日

請

求
・
問
合

せ
先

京
庁

舎

(
千
庄
)
・
民
生
係

児 童 手 当

特 例給 付
児童育成手当

現況届の提出を

児
童
手
当

、
粍
例
給
付

、
児

童
胃
成
手
当
を
受
け
て
い
る
方

へ

、6
月
初
め
に
現
況
届
の
用

紙
を
郵
送
し
ま
し
た

。

現
況
届
は
、平
成
2
年
度
(
平

成
2
年
6
月
～
3
年
5
月
)
の

手
当
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

届
け
で
す

。

送
付
さ
れ
た
現
況
届
に
紀
載

さ
れ
て
い
る
内

容
を
確
認
し

、

必
要

事
項
を
記
入
の
う
え

、
同

封
の
返
信
用
封
筒
(
切
手
不
要
)

で
返
送
し
て
く
だ
さ
い

。

各
手
当
の
現
況
届
が
提
出
さ

れ
な
い
場
合
は

。6
月
か
ら
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で

、
必
ず
届
け
出
て
く
だ

さ
い

。

な
お

、
現
況
届
の
用
紙
が
届

い
て
い
な
い
方
は

、
児
童
助
成

係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

提
出
期
限
6

月
3
0日

閥

合
せ
先

本
庁
舎
(

千
住
)
　

・
児
童
助
癘
係

衛 生
試 験 所
メ

モ

お
い
し
い
水
を
飲
む
に
は

水
退
水
も
。
ち
ょ
う
と
し

た
工
夫
で
お
い
し
く
飲
む
こ

と
が
で
き
ま
す

。
コ

ー
ヒ
ー

や
麦
茶
を
お
い
し
く
味
わ
う

て
み
ま
せ
ん
か
。

□
ま
ず
く
さ
せ
る
3

つ
の
要
素

ま
ず
い
と
感
じ
る
の
は
。

①
川
の
汚
れ
に
よ
る
カ
ビ
臭

②
浄
化
や
消
庫
用
の
塩
素
に

よ
る
カ
ル
キ
奥

③
水
遭
管
か
ら
俗
け
て
く
る

鉄
分
等
の
カ
ナ

気

が
あ
る
か
ら
で

す
。

カ
ピ
奥
は
金
町
浄
水
場
の

活
性
炭
玖
一

に
よ
り
、
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

冢
庭
で
も
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
で
、
水
道
水
の
味
も
再
発

見
で
き
ま
す
。

□
手
軽
に
で

き
る
お
い
し
い

水①
朝
一
番
の

水
道
水
は
、
コ

ッ
プ
5
-
1
0
杯
く
ら
い
は

飲
ま
な
い
こ
と
で
す
。
夜

間
水
道
管
に
滞
留
し
て
い

た
水
は
、
鉄
分
等
が
溶
け

出
し
、
カ
ナ
気
が
多
く
な

る
か
ら
で
す
。

②
沸
か
せ
ば
、
カ
ル
キ
奥
や

カ
ピ
奥
が
か
な
り
抜
け
ま

す
。

③
適

度
に

冷
や
し
て

飲
む

と
、
味
は
ぐ
っ

と
よ
く
な
り
ま

す
。

□
浄
水
器
の
使
い
力
　

便
用
方
法
が
慝
か

う

た
り
。
愉
理
を
怠
る
と

性
能
が
落
ち
た
り
し
ま

す
。
活
性
炭
や
フ
ィ
ル

タ
ー
の
交
換
を
早
目
に

す
る
な
ど
、
便
用
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

コ ップ何杯で
鉄 分か
少な くなるか

年

金

国
民
年
金
の
年
金
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

国
民
年
金
の
年
金
額
が
、
平

成
2
年
4

月
分
よ
り
衷
2
の
よ

う
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
6

月
支
給
分
か
ら
、
新
し
い
年

金
額
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
給
付
係

詼
5
1
6
5

表2 平成2 年度年金額表

*平 成2年度スライド 率　2. 3%

6
月
の

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
疑
問
・
心

配
ご
と
に
つ
い
て

。
足
立
社
会

保
険
事
筋
所
の
専
門
笆
が
直
接

お
答
え
す
る
「
ね
ん
き
ん
相
鮫

コ

ー
ナ
ー
」
を
毎
月
第
1
水
曜

日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い

。

日
時
6

月
6
日
(
水
)
。
午
前

1
0時
～
午
後
3

跨
3
0分

場
所

中

央
宏
町
斤
合
2

階

、

国
民
年
金
瀕
前

問
合
せ
先

中
央
本
町
斤
合
・

S
民
年
金
屎
推
進
係

刪
5
0
6
1

都市農業公園のつるバラ

ご
存
じ
で
す
か

保
険
料
免
除
制
度

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
と

、
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す

。
経
済
的
な
事
憤
や
傷

病
な
ど
で

納
付
か
で
き
な
い
方

に
は

、
保
険
料
の
免
除
制
度
が

あ
り
ま
す

。

手
絞
方
法

国
民
年
金
課

、
ま

た
は
各
区
民
事
務
所
へ

、
印

か
ん
と
国
民
年
金
手
帳
を
持

參
し
て

く
だ
さ
い

問
合
せ
先

中
央
京
町
合
・
国

民
年
金
課
保
険
料
係

圖
5
1
6
1

健

康

<
講
演
会
>

息
抜
き
介
護

の
お
す
す
め

脳
卒
中
後
遺
症
や
難
詞
で
ね

た
き
り
の

方
、
自
宅
に
閙
じ
こ

も
り
が
ち

な
ガ
を
介
護
し
て
い

る
家
族
の

皆
さ
ん

、
月
の
力
を

抜
い
て
明
る
く
毎
日

を
過
ご
す

た
め
に

、
生
活
の
中
で
で
き
る

リ
(

ビ
リ
を
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か

。

日
時
6

月
1
8
日
(
月
)
、
午
後

1
時
I
3

時
3
0
分

場
所

中
央
本
町
保
健
柑
談
所

内
容

講
演
「
息
抜
き
介
護
の

お
す
す
め
」
輿
演
終
了
後

、

家
族
の

話
し
あ
い

講
師

上
野
文
観
氏
(
生
活
と

リ
(
ビ
リ
研
究
所
)

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
閥
合
せ
先

中
央
富
町

保
健
相
談
所
　
鵺
5
3
5
1

巡

回

健

康

診

査

※
自
動
車
で
の
ご
来
所
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

吸
人
祠
の
予
防
は

、
定
期
的

に
健
康
診
査
を
受
け

、
病
気
を

早
期
に
発
見
し

、
適
切
な
指
導

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す

。

ぜ
ひ

、
巡
回
腸
康
診
査
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

。

日
程
・
場
所

表
3
の
と
お
り

受
付
時
間

午
優
1

時
茹
分
1
　
2

時
4
5
分
(
夜
問
健
診
は
乍

潼
6

時
1
7

時
)

※
9
月
以
降
の
日
裡
は

、
別
途

「
あ
だ
ち
広
賀
」
で
お
知
ら
せ

し
ま
す

。

対

象

主
婦

、
自
営
業

、
商
店

で
働
い
て
い
る
方
な
ど
で

、

ほ
か
で
健
診
を
受
け
る

機
会

の
な
い
3
0
歳
以
上
の
区
民
の

方
(
た
だ
し
結
核
検
診
は
1
6

蔵
以
占

検
査
内
容

▽
結
腰
・
肺
が
ん

検
診
(
胸
部
X

線
間
接
撮
影
)

▽
循
環
器
検
診
(
皿
圧
測
定

・
尿
検
査
等
)

ワ
閣
科
唆

黔
(

ム
シ
幽
・
歯
石
な
ど
)

費
用

川
円

ご
注
憲
く
だ
さ
い

▽
X

線
撮
影
を
行
い
ま
す
の

で

、
金
貝
類
の
つ
い
て
い
な

い
下
俯
を
魯
用
く
だ
さ
い
　

▽
貴
霆
品
の
お
預
か
り
は
で

き
ま
せ
ん

▽
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方

は
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い

※
倹
査
の
結
果
、
必
要
が
あ
る

場
合
は

、
後
日
精
密
診
査
を
行

い
ま
す
(
費
用
・・・
沺
円

、
循
環

器
検
診
の
み
)

※
一
般
診
査

、
精
密
診
査
と
も

生
活
保
護
・
僅
民
税
非
課
税
世

帯
等
の
方
は

、
賢
用
を
免
除
し

ま
す

。

申
込
方
法

直
接
会
場
へ

問
合
せ
先

足
立
保
健
所
、
千

住
保
健
所

、本
庁
舎
(
千
庄
)
　

・
保
健
予
防
係

表3　 巡回健康診査の会場

お
酒
で
悩
ん
で
い
る
方

酒
害
相
談

保
健
所
で
は

、
お
酒
を
や
め

ら
れ
ず
に
悩
ん
で
い
る
方

、
ま

た
は
そ
の
家
族
を
対
象
に

、
専

門
医

、
保
健
婦
に
よ
る
酒

吉
相

詼
を
毎
週
1

同
行
っ
て
い
ま

す

。一
人
で
悩
ま
ず

。
同
じ

悩
み

を
持
つ
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所

▽
千
住
保
便
所

・・・
第
1
・
3

木
曜
日

▽
足

立
保
健
所
・・・
第
2
・
4

木
曜

日

、
い
ず
れ
も
午
後
1

時
3
0
　

分
～
3
時
3
0
分

申
込
方
法

電
話
予
約

問
合
せ
先

各
保
健
所
・
保
健

相
談
所

ご
存
じ
で
す
か

職

親

制

度

働
く
意
欲
は
あ
っ
て
も

、
さ

ま
ざ
ま
な
誤
解
か
ら
職
に
つ
く

こ
と
が
で

き
な
い
精
神
障
害
回

復
者
の
方
々
が
多
く
い
ま
す

。

職
観
制
慶
(
通
院
患
者
リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
)
は
障

害
者
の
方
が
甅
労
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
せ
る
よ
う

、
援
助
す

る
制
度
で
す

。

障
轡
者
本
人
へ
の
援
助
(

訓

練
手
当
等
)

だ
け
で
な
く

、
受

け
入
れ
る
事
業
主
の
方
へ
も

。

一
定
朋
間
援
助
し
ま
す

。

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば

、
職

臠
が
説
明
に
伺
い
ま
す

。

問
合
せ
先

足
立
保
健
所
・
足

立
り
業
訓
練
所

棚
7
1
7
7

教

育

募
集
し
ま
す

足
立
区
奨
学
生

呎
の
要
領
で
平
成
3

年
度
足

立
区

奨
掌
生
(
育
英
賢
金
賢
付

者
)
を
募
集
し
ま
す

。

応
募
資
格

▽
足
立
区
内
に
引
き
続
き
1
　

年
以
上
居
住
す
る
方
の
子
弟

▽
都
内
ま
た
は
通
学
可

能
な

近
県
に
所
在
す
る
①
大

学
③

高
等
学
校
(
高
等
専
門

学
校

を
含
む
)
S

大
学
入
学
に
関

し

文
部
大
臣
が
個
別
に

指
定

し
た
専
修
学
校
(
高
等
課
程
)

の
い
ず
れ
か
に
在
幸
し
て
い

る
方
(
平
成
3
年
4
月
入
学

予

定
者
を
含
む
)

▽
学
業
成
績
が
艮
好
で

心
身

と

も
に
健
全
で
あ
る
こ
と

▽
経
済
的
理
由
に
よ
り

修
学

の
困
難
な
方

▽
同
顧
の
学
賢
金
を
ほ
か
か

ら
借
り
受
け
て
い
な
い
こ
と

募
集
人
員
>
高
校
生
・
;
7
0
人
　

▽
大
学
生
・・・
1
2人

貸
付

額

▽
修
学
資
金
…
高
校

月

額
(
国
・
公
立
)
1

万
1
　

千
円

、(私
立
)
2
万
3
千
円

、

大
学
月
額
(
国
・
公
立
)
2
　

万
9

千
円

、(私
立
)
3
万
8
　

千
円

▽
入
学
準
備
金
…
高

校
5
万
円
、
大
学
1
0万

円

莠
集
期
間
6

月
1
1
日
1
2
9
日

申
込
先

▽
区
立
中
掌
校
3
年

生
…
各
中
学
校

▽
そ
の
他

の
方
・
=
学
務
第
二
課
振
興
係

貸
付
予
定
者
決
定
9

月
下
句

貸
付
闘
始

平
虞
3
年
4

月

問
合
せ
先

本
庁
き
千
庄
)・

学
務
第
二
課
振
興
係

道
路
・
住
ま
い

住
居
表
示
実
態
調
査
と

表
示
板
の
取
り
替
え

区
で
は

、
僅
居
表
示
に
関
す

る
実
態
調
査
と

、
そ
れ
に
伴
っ

て
各
建
初
に
取
り
付
け
て

あ
る

町
名
街
区
表
示
板
(
僅
所
を
表

わ
す
緑
色
の
プ
レ

ー
ト
)
の
古

く
な
っ
た
も
の
や

破
損
し
た
も

の
の
取
り
晉
え
作
藁
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す

。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

。

調
査
期
間
6

月
中
旬
I
8

月

下
旬

プ
レ
ー
ト
取
り
替
え
期
間

日

月
中
匂
1
3

年
1
月
F

旬

対
象
地
霞

大
谷
田
一
～
E
T
　

目

、加
平
一
上
二
丁
目

、北
加

平
町

、神
明
一

圭
二
丁
目

、神

明
宵
一
・
二
丁
目

、谷
中
一
一

五
丁
目

、興
野
一
・
二
丁
目

、

西
新
井
富
町
一
～
五
丁
目

※
こ
の
作
東
は
区
で
委
託
し
た

業
者
(
区
役
所
の
腕
章
を
付
け

て
い

ま
す
)

が
行
い
ま
す

。

問
合
せ
先

中
央
京
町
庁
舎
・

区
民
謀
管
理
係

晦
5
0
3
1

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

次
の
地
球
の
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

。

こ
の
地
峨
に
お

住
ま
い
の
方

に
は

、3
年
以
内
に
水
洗
化
工

事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す

。

水
洗
化
可
能
地
厩
・
供
用
開
始

年
月
日

表
4
の
と
お
り

問
合
せ
先

下

水
道
局
小
菅
支

所
　
6
0
2
8
8
2
2

な
お

、
水
洗
化
工
事
費
用
の

殿
賢
あ
う
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま

す

。
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
整
課
助
成
係

腦
5
2
0
8

表4　 水洗化が可能となった地域

仕
事
と
経
営

求
人
・
求
職
は

勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

平
虞
2
年
慶
か
ら
、
取
業
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
事
業
は
。

勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
引
き
継
が
れ
ま
し
た

。

パ
ー
ト
・
内
職
の
求
人
、
求

皸
の
紹
介
等
は
引
き
続
き
行
い

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
事
業
主
の
方
へ

内
職
に
適
し
た

仕
事
か
あ
り

ま
し
た
ら
お

知
ら
せ
く
だ
さ

し□
内
職
を
し
た
い
方

求
人
票
を
自
由
に
ご
覧
い
た

だ
い
て
、
条
件
に
合
う
仕
串
か

あ
れ
ぱ
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

ミ

シ
ン
縫
い
、
ボ
タ
ン
付
け

な
ど
、
仕
事
は

豊
富
に
あ
り
ま

す
。

□
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
で
働
き
た

い
方求

人
公
開
カ
ー
ド
を
自
由
に

ご
覧
い
た
だ
い
て
、
条
件
に
合

っ
た
会
社
、
職
種
等
の
相
談
・

紹
介
を
行
い
ま
す
。

現
在
、
事
藁
所
か
ら
の
求
人

申
し
込
み
が
多
く
、
仕
事
を
さ

が
す
良
い
機
会
で

す
。

場
所
・
問
合
せ
先

財
団
法
人

足
立
区
励
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
(
〒
1
2
0峻
瀬
―
-
　
3
4
-
7
-
1
0
2

、
綾
瀬
駅
西
口

下
申
徒
歩
3

分

、
硬
瀬
プ
ル

ミ
エ
内
　
8
3
8
3
5
8
4
)

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
7
)

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置

法
の
施
行
に
対
し

、
昭
和
5
6

年
1
2月
に
出
さ
れ
た
国
の
同

和
対
策
協
議
会
の
意
見
具
申

は

、
一
応
の
評
価
を
し
な
が

ら
も

、
一
方
で
生
活
環
境

、

窟
業
基
盤
等
の
改
善
整
備
事

業
が
な
お
数
年
を
要
す
る
こ

と
や

、
結
婚

、
就
職
の
差
別

が
依
然
郎
を
絶
つ
て
い
な
い

こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す

。

そ
し
て

、
こ
れ
ら
の
鬩
題

を
解
決
す
る
た
め

、
広
く
国

民
の
理
解
と
協
力
を
易
ら
れ

る
よ
う
な
新
し
い

法
律
を
制

定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る

と
提
き
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て

、「
地
域
改

魯
対
策
特
別
措
置
法
」
が
昭

和
5
7年
4
月
1

日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
し
た

。

こ
の
法
律
は

、
旧
法
が
篤

行
さ
れ
て
い

た
1
3年
間
に
わ

た
る
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ

、

な
お
残
さ
れ
た
課
題
を
解
決

す
る
た
め

。
従
来
の
施
策
の

反
省
の
上
に
立
っ
て
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
の
基
本
的
な
考

え
方
は

、
旧
法
と
同
じ
く

、

国
民
的
課
題
で
あ
る

同
和
問

題
の
根
本
的
な
解
決
を
目
標

と
し
た
同
和
対
策
審
議
会
答

申
の
精
神
を
受
け
継
い
だ
も

の
で
す

。

◎
問
い
合
わ
せ
は

、
本
庁
舎
(

千
住
)

・
同
和
対
策
担
当

へ

。

掲示板

□

製
靴
技
能
講
座
(

甲
紙
型

コ

ー
ス
)
・
:
同
和
対
策
事
業

日
時
6

月
2
5・
2
6・
2
8・
2
9
　

日

、7
月
2
・
3
・
5
日

、午

倹
6
時
1
9

時
1
0
分

受
爾
料

無
料

申
込
日
時
6

月
1
1・
1
2日

、

午
前
9
蒔
I

午
後
7

時

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
足

立
高
等
暇
業
技
術
専
門
校

台
東
分
校
(

産
業
労
働
蝨

館
内
)
　
8
7
6
2
9
6
1

□
や
さ
し
い
労
働
法

、
足
立

教
室

日
時
6
月
1
4
・
1
8
・
2
1
　

日
、午
後
6
時
1
5
分
～
8
　

時
4
5
分

鳩
所

北
千
住
釈
ビ
ル

、
ウ

ィ
ズ
フ
階

、
ウ
ィ
ズ
サ
ロ

ン
対
象

労
働
者
・
便
用
者
・

一
般
区
民
の

方

定
員

旧
人

申
込
・
問
い
合
せ
先
王
子
　

労
政
事
務
所
　
M
0
1
1
7

□
平
成
2
年
工
業
統
計
調
査

ポ
ス
タ
ー
募
集

応
募
作
品
の
内
容
・

観
格
　

工
業
統
計
誨
査
へ
の
理
解

を
深
め
る
趣
旨
の

も
の

、

J
I
S

規
格
A
2

皈
(
縦

長
)
、色
は
4

色
以
内
(
自

は
1

色
に
数
え
な
い
)
、通

商
産
業
省
・
工
業
軛
計
調

査
・
平
成
2

年
1
2月
3
1日

・
の
艾
宇
を
必
ず
入
れ
る

応
募
締
切
6

月
3
0日
消
印

有
効

応
募
・
問
合
せ
先

通
商
産

業
大
臣
官
房
飼
査
眤
計
郵

工
業
統
計
課
　

謝
1
5
　
1
1
(

内
線
2
3
9
3
)

迷惑駐車・車庫代わり
駐車等抑止対策強化月間
6月1日～30日

西新井・千住・綾瀬警察署

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で

、1
団

体
1
事
業

、3
カ
月

間
再
掲
破
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
募

集
=

☆
む
ら
さ
き
は
な
な
花
教
室
　

月
躍
日
(
月
2
回
)
、午
後

2
蒔
～
4
蒔
S
分
/
エ
ル
ー

ソ
フ
ィ
ア
/

入
会
金
千
円

、

月
額
2

千
円
/

池
の

坊
生
花

と
西
津
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
/

鈴
木
　

貘
0
5
1
0

☆
社
交
ダ
ン
ス
(

オ
ー
ピ
ー

会
)

土
曜
日
(

月
千
円
)
、

午
後
7

時
～
9

時
/
五
反
野

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

ほ
か
/

月
額
2
千
円
/
奈
良

6
0
0
6

☆
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

毎
週

金
曜
日

、
午
後
3
時
3
0
分
I
5

時
/
成
和
信
用
金
庫
花
畑

支
店
/
月
額
千
円
/

小
棟

8
5
8
1
8
2
0

3 歳児

5 人中3 人 がムシ歯

6/ 4～10 歯 の 衛 生 週 間

足
立
区
の
3

歳
児

、5
人

に
3
人
が
ム
シ
歯

。
昨
年
の
3

歳
児
歯
科
健
診
で
そ
ん
な

結
果
か
出
て
い
ま
す

。(
下

図
)乳

蘭
の
ム
シ
歯
を
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と

。
よ
く
か

め
ず

、
あ
ご
も
発
逮
し
ま
せ

ん

。
そ
の
た
め
永
久
歯
に
な

っ
て
も

、
歯
並
び
が
慝
く

、

歯
み
が
き
も
よ
く
で
き
ま
せ

ん

。
ま
た

、
食
べ
か
す
が
た

ま
り
や
す
く
な
っ
て

、
ム
シ

歯
や
歯
肉
炎
に
な
り
や
す
く

な
り
ま
す

。

奥
曲
か
乳
歯
か
ら
永
久
歯

に
生
え
替
わ
る
の
は

、
小
学

校
の
高
学
年
ご
ろ
で
す

。
乳

歯
の
ム
シ
歯
と
い
っ
て
軽
く

考
え
る
の
は
大
き
な
ま
ち
か

い
で
す

。

そ
れ
で
は

、
ど
う
い
っ
た

こ
と
に
注
意
す
れ
ば
ム
シ
歯

を
予
防
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か

。3
歳
児
歯
科
健
診
で
ム
シ

曲
が
1

本
も
な
か
っ
た
子
供

の
お
か
あ
さ
ん
に

、
そ
の
秘

け
つ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

▽
曜
乳
食
の

蒔
か
ら
薄
味
に

(
特
に
甘
味
を
お
さ
え

る
)

▽
飲
み
物
は
ジ
ュ
ー
ス
類
を

遜
け

、
お
茶
に

▽
小
さ
い
う
ち
か
ら
歯
み

が

き
に
関
心
を
持
た
せ

、
習

慣
を
つ
け
さ
せ
る

や
は
り

、
毎
日
の
碑
み
皿

ね
が

、
大
切
な
お
子
さ
ん
の

曲
を
守
り

、
健
康
の
基
礎
を

作
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

お
か
あ
さ
ん

、
が
ん
ぱ
り

ま
し
ょ
う

。

ムシ歯のある人の割合

平 成 元 年 度 3 歳 児 歯 科 健 康 診 査 昭和63年度 3 歳 児歯科検査

役所等に関する苦情・要望は

行政相談を

区
に
は

、
総
務
庁
長

官
か

ら

委
嘱
さ
れ
た
行
敵
相
談
委

貝
が
い
ま
す
(
表
5
)

。

行
政
相
談
委
員
は

、
各
省

庁

、
公
社

、
公
団

、
区
役
所

等

、
役
所
の
仕
S
に
関
す
る

要

望
や
苦
情
な
ど
の
相
談
を

お
受
け
し
ま
す

。
相
談
は
無

料

、
秘
密
厳
守
で
す

。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

日
時

毎
月
第
3
金
曜
日

。

午
硬
1

時
1
4

時

場
所
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

(
千
住
)
・
区
民
相
談
室

※
行
政
相
談
委
員
は
手
紙
・

電
話

、
面
接
で
も
相
鮫
に
応

じ
て
い
ま
す

。

表5

区
議
会

第
2
回
定
例
会

区
議
会
第
2
回
定
例
会

が
開
会
さ
れ
ま

す
。
本
会

議
は

、
ど
な
た
で
も
傍
聴

で
き
ま
す

。

日
程

▽
6

月
7
日

、
午

後
1
時
か
ら

▽
6

月

8
日

、
午
前
1
0時
か
ら

▽
6
月
2
2日

午
後
―
時

か
ら

問
合
せ
先

本
庁
舎
(

千

庄
)
・
区
蹶
僉
事
務
局
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生
涯
学
習
あ
な
た
流

婦
人
大
学
大
学
院

参
加
者
を
募
集

2
1世
紀
の
男
女
共
生
社
会
を

実
現
す
る
に
は
、
政
策
や
方
針

の
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
参
画

が
重
要
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、

よ
り
多
く
の
女
性
が
行
政
の
仕

組
み
や
、
区
政
の
か
か
え
る
問

題
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

婦
人
大
学
修
了
者
を
対
象
と

し
た
大
学
院
で
は
、
区
の
行
財

政
全
般
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

修
了
時
に
、
卒
業
論
文
を
作
成

し
ま
す
。

こ
の
大
学
院
の
参
加
者
を
一

般
の
方
か
ら
も
募
集
し
ま
す
。

大
学
院
開
校
期
間
平
成
2
年
　

7
月
～
4
年
3
月
(
月
3
～
　

4
回
、
夜
間
)

論
文
審
査

▽
字
数
…
2
千
字

程
度

▽
テ
ー
マ
ー
[
国
際

社
会
に
お
け
る
日
本
の
役

割
匸
女
性
と
政
冶

盾
世

紀
の
男
女
共
生
社
会
実
現
に

向
け
て
」
の
い
ず
れ
か
一
つ

募
集
人
数

若
干
名

費
用

無
料

応
募
方
法

・論
文
と
別
紙
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
、
地
域
・
ク
ル
ー

プ
活
動
歴
を
明
記
し
、
郵
送

応
募
期
限
6

月
2
5日
消
印
有

効
発
表

論
文
の
審
査
結
果
は
、

直
接
本
人
に
通
知
し
ま
す

応
募
・
問
合
せ
先

婦
人
総
合

セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3梅田
7
-
　
3
3
1

登
臨
5
2
2
2

女
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

今
、ま
ち
を
生
き
る

地
域
雑
誌
「
谷
中
、
根
津
、

千
駄
木

」
は
、
乳
母
車
を
押
す

毋
親
の
手
か
ら
生
ま
れ
ま
し

た

。社
会
の
変
化
は

、暮
ら
し
方
、

人
と
の
か
か
わ
り
方

、
そ
し
て

身
近
な
町
の
変
容
に
も
現
れ
て

い
ま
す
。
自
分
の
ま
ち
で
、
本

当
に
大
事
な
も
の
を
発
見
す
る

こ
と
か
ら

、
ま
ち
と
生
活
を
大

切
に
す
る
生
き
方
を
、
森
ま
ゆ

み
さ
ん
と
と
も
に
語
り
あ
い
ま

し
ょ
う

。
男
性
の
方
も
ぜ
ひ
ど

う
ぞ
。

日
時
6
月
2
1
日
采
)
、午
後
　

6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

ゲ
ス
ト

森
ま
ゆ
み
さ
ん
(
「
谷

中
、根
津
、千
駄
木
」発
行
人
)

森
ま
ゆ
み
さ
ん

区民大学公開講座

国際構造の変容と
日 本 の 課 題

昨
年
か
ら
の
ソ
連
、
東
欧
諸

国
に
お
け
る
民
主
化
運
動
と
政

治
政
革
は
、
国
際
社
会
に
大
き

な
変
革
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。今

回
の
講
座
で
は
、
新
し
い

視
点
か
ら
国
際
政
治
を
見
つ
め

る
猪
口
邦
子
さ
ん
を
お
迎
え
し

て

、
激
動
す
る
国
際
政
治
に
つ

い
て
学
び
ま
す

。

日
時
6
月
2
1
日
采
)
、午
後
　

6
時
4
5
分
～
8
時
4
5
分

場
所

勤
労
福
祉
会
館
(

綾
瀬

プ
ル
ミ
エ
)
、
入
場
無
料

対
象

区
内
在
庄
・
在
勤
・
在

学
の
方

講
師

猪
口
邦
子
氏

工

智
大

学
教
授
)

定
員

襄
人
(
抽
選
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

「
公
開
講
座
希
望
」
と
明
記

申
込
期
限
6

月
1
3
日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
∵

文
化
振
興
係
(
〒

1
2
0千住
I
-
4
1
1
8
a
8
8
2
　
1
1
1
1

忤

費
用

無
料

申
込
方
法

直
接
窓
口
、電
話
、

(
ガ
キ
(
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
を
明
記
)
の
い
ず

れ
か

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

婦

人
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
旧
　

梅
田
7
-
3
3
-
1
(
エ
ル

ー

ソ
フ
ィ
ア
内
)豊

膕
5
2
2
2

情
報 コ ー ナ ー

初夏の香り

夏花の品評会
夏菊を中心に、区内の花き農家が

栽培したユリ、ダリヤなど約200点を
展示します。
また、先着100人の方に切り花を配

布し、鉢物などの即売も行います。
日時>6 月14日、午後1 時から

6月15日、午後9時～正午
場所 産業振興館
問合せ先 中央本町庁舎・農産係

岔880- 5118

水の事故から
生命 を守 るため に 水上安全法救助員講習会
水 の 事故 防止 に 対す る知 識 と 救助

法を 学 びま す。

日時7月2・3・5・7・9・10　
・12・14日、午f変69寺～9日寺( 土　

a霍日は、午1変2E晦～9E際)
場所 中 央本 町 セン タ ー( プ ー ル)

対 象18 歳 以 上 の 区 内 在 住 ・ 在 勤
で 、500 も 以 上泳 げる 方

内 容 学 科12 時 間、 実技18 時 間( 試

験を 含 む)
費用 教 本代 実 費負 担
定 員60 人( 抽 選)

申込方法 往復ハガ キに住所、氏名
(フリガ ナ)、生年月日、電話番号、
職業を明記

申込期限6 月16日必着
※ 試験合格者には、日赤救助員の資
格が与えられ、地域で指導していた
だきます。なお、参加者は。自分の
健康管理に責任を持ってご参加くだ
さい。
申込・問合せ先 本庁舎( =T゙住) 一体
育振興係 〒120千住1 ―4 ―18　　

0882 ―1111 ・代・

世界の家庭料理 ド イ ツ 編

ひと足お先にビール党

ビ ールによくあう、手作り料理
教室を閧きます。
日時6 月28日、7 月5 ・12日。
午後6時30分～9時

対象20 歳から39歳までの男女
定員36 人( 先着順)
費用 各回1, 500円程度( 材料費)
申込方法 電話
※ 当日はエプロン、タオルを持っ
てきてください。
場所・申込・問合せ先 青年セン
ター 容890- 0061

青年センター/ シネサロン

バ ッ ト マ ン

近禾来都市ゴッサム・シティを
舞台に、闇のヒ ーロー、バットマ
ンと犯罪王ジョーカーのし 烈な戦
い。全米Na1 のSFX 超大作をお
届けし ます。
日時6 月19日(火)、午後7 時から
定員80 人
費用 無料
※ 整理券は、6 月5 日から配布。
ただし、6 月18日は休館です。
場所・申 込・問合 せ先 青年セン
ター き890- 0061

ビデオコンサ ート

すてきな音楽にのせて、プロのす
ばらしいサーフィンのテクニックを
ご覧いただきます。
日時6 月12日( 火) 、午後7 時から

タイトル フ ォロー・ザ・サン( サ
ーフ ●ムービー)

定員80 人( 先着順)
費用 無料
申込万法 当日直接会場へ
場所・申込・問合せ先 青年センタ ー

き890- 0061

ウォールキャンバス
( 壁 画) 下 絵 募 集

「私 の ま ち」

北千住駅東口の東武鉄道壁面に
沿って設置するキ ャンバスに、あ
なたの絵を描いてみませんか。
ふるってご応募ください。

対象 区内在住・在勤の方で、2　
人以上のグループ または団体

応募規格18rx54r の画用紙
応募方法 応募票を作品に添え、
事務局まで

応募期限7 月10日必着
寮応募票・要項等は、72円切手を
同封のうえ、事務局まで請求して
ください。
主催 ウォールクリエイトフォー
ラム( 代表 内藤峯夫)

応募・問合せ先 剛足立区まちづ
くり公社都市景観デザイン室

S870 ―3了30
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● ヤングミセスの子育てサロン●

正 しい食生活で

良い生活習慣
日時・内容し>6月13日( 水) …講　
演会[ >27日( 水) ‥ ・交流会と　
もに午前10時～正午

定員80 人( 先着順)
費用 無料
申 込方法 当日直接会場へ
※ 保育については、お問い合わせ
ください。
申込・問合せ先 青年センター

a89Lco 引

就 労のための

「手 編み」講習会
日時6月18日～7月19日の毎週　
月一木曜日( 10日間) 午後1時　～
4 時

対象 区内在住の方( 多少経験の
ある方)

定員30 人( 先着順)
費用 教材費一部実費負担( 3, 000　
円程度)

申込方法 直接窓口へ( 健康保険
証等、住所の確認できるものを
持参)

受付開始6 月11日、午前9 時
場所・申込・問合せ先 剛足立区
動労福祉サービスセンター( 綾
i 鰕プJレミエ内) 838 ―3584

第24回足立区展
力作が勢ぞろい

今年もすばらしい力作がそろった
足立区展。
お誘い合わせのうえ、ご観賞くだ

さい。
期間 下表のとおり
会場 西新井区民 ギャラリー( ニチ
イ4 階)

問合せ先 本庁舎( 千住) ・文化振興
係3882 ―111に 代;

いずれも午前10時～午後6時( 7月6日
は、午後1 時まで)。

毎週火曜日 休館

ATa250, 000


